高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書の

作成について

２００５年４月１８日

平成１６年度の研究成果について、

(1) 以下の書式による「研究成果報告書」

(2) 自由様式による「実施報告書」

(3) 論文別刷（電子ジャーナル等で取得可能なものを除く）

を送付願います。(1),(2)についてはWebで公開します。

ファイルにて送付願います。(3)について必要がある場合には郵送願います。
(1)「研究成果報告書」(wordファイル)

・当該年度の研究成果の概要を和文と英文で記入して下さい。

・研究成果をホームページで公開している場合は、アドレスを記入して下さい。

・ 研究成果の公表につきましては、研究発表件数、査読付きの学術論文数、国際会議等のプロシーディング論文数、その他（紀要、投稿中の論文）の数にわけて記入して下さい。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。
(2)「実施報告書」(ファイルの形式は特に問いません)
特に、様式は問いませんが、Ａ４判縦用紙に横書きで次の事項をご記入願います。

1 研究組織

2 当該年度の実施報告の詳細

3 口頭研究発表、発表論文（査読）、国際会議等のプロシーディング論文、その他投稿

中の論文等のリスト。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で

行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。
　　(3) 論文別刷

　　　　電子ジャーナルおよび電子プレプリントについては、上記のリストからこちらで

作成します。こちらで作成できないものついては、後日送付して頂くことがあります

のでご協力ねがいます。

（注意）なお、これらの資料は大型シミュレーション審査委員会等での参考資料となります。

また報告書の提出がない場合には、現在の利用について一時停止することもあります

ので、ご注意ください。

　　ファイルの送り先

　　   松古栄夫

　　　　hideo.matsufuru@kek.jp
郵送先

〒305-0801　茨城県つくば市大穂１－１
高エネルギー加速器研究機構

　計算科学センター・事務室　　　　029-864-5473

締め切り平成１７年５月２７日（金）
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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）

　アーベリアン最大化ゲージ固定したSU(2)格子ゲージ理論を、双対アグリコソフ・ボーテックスを通した双対超伝導モデルとして再研究する。これには従来の研究には含まれていなかった３つの効果が含まれる。格子平均で正確な電気的Maxwell方程式を与えるWard-Takahashi恒等式を正確に満たす電束の定義を採用する。また、無矛盾な磁気的Maxwell方程式を与える磁気カレントを修正したものを提案する。最後に、このシステムに対して双対Ginzburg-Landau-Higgsモデルを適用するのは、底にある物理を単純化しすぎであることを指摘する。結果として、標準的なパラメターであるロンドンの透過長とコヒーレンス長以外に、ボーテックスを記述する３つ目のパラメターを導入する必要があることを指摘する。$32^4$の格子ゲージ理論で、完全に適合するモデルが無いままで$\beta = 2.5115$に対してこれらの３つのパラメターの値を計算した。余談であるが、モノポールを濾過したクラスターのみに限定した場合にも、ボーテクスのプロファイルに対して、あまり影響が無いことも示す。
（英文）

We revisit the confinement problem in maximal Abelian gauge $SU(2)$ gluodynamics as a dual superconductor through the study of the dual Abrikosov vortex. There are three effects that have not been included in previous studies. We employ a definition of flux that satisfies the exact Ward-Takahashi identity giving exact electric Maxwell equations for lattice averages. Second we modify the standard definition of magnetic current to give consistent magnetic Maxwell equations. Finally we point out that the dual Ginzburg-Landau-Higgs model is an oversimplification of the physics of the system because of the presence of significant electric currents. As a result we need a third parameter to describe the vortex in addition to the standard ones, i.e., the London penetration depth and the coherence length. Without a complete model at our disposal, we estimate the values of these three parameters for $\beta = 2.5115$ on a $32^4$ lattice. As a digression, we also show that the truncation of monopoles to the percolating cluster has only a minor effect on the vortex profile.
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